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厚
生
労
働
省
は
こ
の

ほ
ど
開
い
た
労
働
政
策

審
議
会
安
全
衛
生
分
科

会
で
、
一
人
親
方
な
ど

個
人
事
業
者
の
業
務
上

災
害
報
告
制
度
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
「
労

働
安
全
衛
生
規
則
」
な

ど
の
改
正
省
令
案
を
承

認
し
た
。
個
人
事
業
者

が
就
業
中
の
事
故
で
死

亡
ま
た
は
４
日
以
上
の

休
業
と
な
っ
た
場
合
に
、

所
轄
労
働
基
準
監
督
署

（
以
下
、
労
基
署
）
が

情
報
を
把
握
で
き
る
よ

う
必
要
事
項
の
報
告
を

義
務
付
け
る
。
改
正
省

令
は
11
月
の
公
布
、
２

０
２
７
年
１
月
１
日
の

施
行
を
予
定
し
て
い
る
。

省
令
案
で
は
、
災
害

発
生
場
所
の
直
近
上
位

の
注
文
者
（
特
定
注
文

者
）
、
あ
る
い
は
災
害

発
生
場
所
管
理
事
業
者

に
対
し
、
個
人
事
業
者

の
業
務
上
の
災
害
を
把

握
し
た
場
合
に
、
遅
滞

な
く
労
基
署
に
報
告
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
る
。

た
だ
し
被
災
し
た
個
人

事
業
主
本
人
が
報
告
で

き
る
状
態
に
あ
る
場
合

は
、
ま
ず
本
人
が
特
定

注
文
者
や
管
理
事
業
者

に
報
告
を
行
い
、
報
告

を
受
け
た
事
業
者
が
必

要
事
項
を
把
握
し
た
上

で
労
基
署
に
報
告
す
る
。

活
用
し
た
電
子
申
請
で

行
う
が
、
当
面
の
間
は

書
面
に
よ
る
書
類
提
出

も
認
め
る
。
報
告
内
容

は
、
①
報
告
者
に
関
す

る
情
報
（
労
働
保
険
番

号
、
事
業
場
名
、
災
害

発
生
場
所
の
事
業
場
・

工
事
名
、
元
方
事
業
者

な
ど
）
、
②
被
災
者
に

関
す
る
情
報
（
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
種
、

経
験
期
間
、
傷
病
名
、

傷
病
部
位
な
ど
）
、
③

災
害
に
関
す
る
情
報
（

発
生
日
時
・
場
所
、
状

況
、
原
因
な
ど
）
、
④

そ
の
他
（
報
告
年
月
日
、

報
告
者
の
職
・
氏
名
）
。

同
報
告
制
度
の
円
滑

８
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

（
国
交
省
発
表
）
は
６
万
２
７

５
戸
（
前
年
同
月
比
９
・
８
％

減
）
で
５
カ
月
連
続
の
大
幅
減

と
な
っ
た
。
貸
家
、
分
譲
い
ず

れ
も
５
カ
月
連
続
減
。
特
に
持

ち
家
は
単
月
２
桁
減
が
止
ま
ら

ず
、
三
大
都
市
圏
中
、
首
都
圏

で
の
減
少
が
際
立
っ
た
。

物
価
上
昇
に
よ
る
消
費
者
の

購
買
マ
イ
ン
ド
低
下
と
販
売
価

格
上
昇
に
よ
る
住
宅
取
得
へ
の

慎
重
姿
勢
は
続
い
て
い
る
。

８
月
実
績
は
着
工
総
数
に
加

え
、
床
面
積
も
５
カ
月
連
続
で

減
少
し
た
。
戸
数
、
床
面
積
と

も
単
月
１
桁
減
で
は
あ
る
も
の

の
、
減
少
傾
向
に
歯
止
め
は
掛

か
っ
て
い
な
い
。

戸
数
の
減
少
は
持
ち
家
が
１

万
７
５
３
２
戸
（
同
10
・
６
％

減
）
で
、
４
月
以
降
は
単
月
２

桁
減
。
三
大
都
市
圏
で
は
首
都

圏
が
３
６
４
２
戸
（
同
12
・
３

％
減
）
で
２
桁
減
が
続
い
て
い

る
。
中
部
圏
２
８
５
６
戸
（
同

５
・
６
％
減
）
、
近
畿
圏
２
３

２
８
戸
（
同
８
・
７
％
減
）
。

貸
家
は
２
万
６
５
８
５
戸
（

同
８
・
１
％
減
）
で
５
カ
月
連

続
な
が
ら
減
少
幅
は
単
月
１
桁
。

分
譲
住
宅
も
１
万
５
８
１
９
戸

（
同
８
・
２
％
減
）
で
５
カ
月

連
続
だ
が
、
７
月
に
続
き
単
月

１
桁
の
減
少
幅
に
と
ど
ま
っ
た
。

貸
家
は
三
大
都
市
圏
で
は
首

都
圏
が
減
少
し
た
が
、
中
部
お

よ
び
近
畿
圏
は
増
加
し
た
。

分
譲
住
宅
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

が
６
１
４
８
戸
（
同
18
・
０
％

減
）
と
減
少
幅
が
大
き
い
一
方
、

戸
建
て
分
譲
は
９
４
７
６
戸
（

同
１
・
１
％
減
）
。
い
ず
れ
も

減
少
傾
向
で
は
あ
る
が
、
戸
建

て
分
譲
は
７
月
の
前
年
同
月
比

２
・
７
％
減
に
続
き
、
微
減
に

踏
み
と
ど
ま
っ
た
。

戸
建
て
分
譲
の
三
大
都
市
圏

別
で
は
、
首
都
圏
と
中
部
圏
が

増
加
し
、
近
畿
圏
が
減
少
し
た
。

な
お
、
そ
の
他
都
市
圏
は
総

数
、
持
ち
家
、
貸
家
、
分
譲
と

も
単
月
２
桁
減
だ
っ
た
。

木
造
住
宅
は
３
万
７
０
４
６

戸
（
同
６
・
７
％
減
）
。
減
少

し
た
が
着
工
総
数
に
比
べ
減
少

幅
は
小
さ
く
、
木
造
率
は
61
・

４
％
（
前
月
比
１
・
１
㌽
増
）
。

工
法
別
で
は
、
在
来
２
万
８
３

４
５
戸
（
前
年
同
月
比
６
・
５

％
減
）
、
２
×
４
工
法
７
７
９

２
戸
（
同
６
・
３
％
減
）
、
木

質
プ
レ
ハ
ブ
９
０
９
戸
（
同
16

・
４
％
減
）
だ
っ
た
。

８
月
度
実
績
を
踏
ま
え
て
の

季
節
調
整
済
み
年
率
換
算
値
は

71
万
１
０
０
０
戸
（
前
月
比
０

・
１
％
減
）
で
わ
ず
か
な
が
ら

３
カ
月
ぶ
り
の
減
少
と
な
っ
た
。

名
古
屋
地
区
で
は
気

候
変
動
な
ど
の
理
由
で

今
年
も
国
産
材
原
木
新

材
の
本
格
的
な
入
荷
は

11
月
以
降
と
な
り
そ
う

だ
。
国
産
材
製
品
価
格

は
弱
含
み
だ
が
、
原
木

の
入
荷
遅
れ
に
連
動
し

て
役
物
な
ど
新
材
を
挽

い
た
製
品
の
生
産
も
遅

れ
が
見
込
ま
れ
、
在
庫

減
少
が
期
待
さ
れ
る
。

外
材
製
品
は
、
米
材
製

品
の
荷
動
き
に
回
復
の

兆
し
が
見
ら
れ
、
国
産

材
針
葉
樹
合
板
は
強
含

み
で
推
移
し
て
い
る
。

国
産
材
原
木
は
各
市

場
で
桧
良
材
（
役
物
取

り
）
の
引
き
合
い
が
強

く
、
不
足
を
理
由
に
地

区
外
か
ら
の
手
当
て
も
。

反
面
、
杉
は
全
般
で
荷

一
方
、
中
小
企
業
の

事
業
主
や
役
員
の
災
害

に
つ
い
て
は
、
特
定
注

文
者
な
ど
を
通
さ
ず
に

所
属
企
業
が
直
接
労
基

署
に
報
告
す
る
。
脳
・

心
臓
疾
患
・
精
神
障
害

事
案
に
つ
い
て
も
、
個

人
事
業
主
お
よ
び
中
小

企
業
の
事
業
主
・
役
員

の
所
属
会
社
が
直
接
報

告
を
行
う
こ
と
を
可
能

と
す
る
。
ま
た
報
告
し

た
こ
と
を
理
由
に
、
個

人
事
業
主
ら
に
不
利
益

な
取
扱
い
を
す
る
こ
と

も
禁
じ
る
。

労
基
署
へ
の
報
告
は

原
則
と
し
て
、
同
省
の

入
力
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

な
実
施
に
向
け
、
厚

労
省
で
は
今
後
、
個

人
事
業
者
に
報
告
義

務
が
生
じ
る
具
体
例
、

不
利
益
取
扱
い
の
具

体
例
、
報
告
主
体
が

災
害
発
生
の
事
実
を

知
り
得
な
か
っ
た
場

合
の
対
応
、
災
害
発

生
場
所
管
理
事
業
者

が
報
告
義
務
を
負
う

災
害
の
範
囲
、
報
告

対
象
と
な
ら
な
い
災

害
、
報
告
書
の
書
式
、

個
人
事
業
者
や
報
告

主
体
の
関
係
者
に
対

す
る
周
知
な
ど
に
つ

い
て
と
り
ま
と
め
、

通
達
な
ど
で
示
す
考

え
だ
。

動
き
が
鈍
い
。
今
後

の
原
木
価
格
は
、
新

材
入
荷
に
よ
る
値
上

が
り
、
供
給
増
に
よ

る
価
格
維
持
と
見
方

が
分
か
れ
る
。

国
産
材
製
品
価
格

の
弱
含
み
で
、
地
区

内
製
材
工
場
は
採
算

確
保
に
苦
心
し
て
い

る
。
桧
製
品
は
４
㍍

土
台
が
前
月
比
値
下

が
り
。
杉
製
品
は
、

桧
製
品
ほ
ど
生
産
量

が
多
く
な
い
た
め
価

格
を
維
持
し
て
い
る
。

欧
州
材
製
品
の
Ｗ

ウ
ッ
ド
間
柱
と
集
成

材
は
メ
ー
カ
ー
が
10

月
も
値
上
げ
に
動
か

な
い
と
予
想
さ
れ
て

お
り
、
今
後
の
入
荷

分
と
の
価
格
差
が
懸

念
さ
れ
る
。
Ｒ
ウ
ッ

ド
集
成
平
角
を
扱
う

流
通
関
係
者
は
、
値

上
げ
に
つ
い
て
は
メ

ー
カ
ー
次
第
と
い
う
。

米
材
輸
入
製
品
は

品
目
に
差
は
あ
る
が

荷
動
き
回
復
の
話
も

聞
か
れ
る
。
プ
レ
カ

ッ
ト
加
工
の
受
注
増

な
ど
か
ら
秋
需
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
価
格
改
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

国
産
針
葉
樹
構
造

用
合
板
は
、
メ
ー
カ

ー
の
値
上
げ
意
向
も

需
要
側
の
反
応
は
鈍

い
。
川
下
の
調
達
に

支
障
は
な
く
、
価
格

は
強
含
み
が
続
い
て

い
る
。



９
月
の
荷
動
き
は
、
中

旬
ま
で
は
８
月
の
鈍
さ
が

続
い
て
い
た
が
、
下
旬
に

か
け
て
全
国
的
に
上
向
き

の
手
応
え
が
増
え
て
き
た
。

一
部
の
住
宅
会
社
向
け

の
忙
し
さ
が
目
立
つ
形
だ

が
、
中
小
の
工
務
店
向
け

の
ル
ー
ト
販
売
も
８
月
に

比
べ
る
と
「
多
少
は
ま
し

」
と
い
わ
れ
る
程
度
に
は

回
復
傾
向
が
見
え
始
め
た
。

そ
の
な
か
で
欧
州
材
製

品
も
、
９
月
下
旬
に
か
け

て
引
き
合
い
が
出
て
き
た

模
様
。
構
造
用
集
成
材
は

内
外
産
と
も
に
７
～
８
月

に
値
上
が
り
し
た
価
格
帯

を
維
持
し
て
い
る
。
国
内

集
成
材
メ
ー
カ
ー
は
ラ
ミ

ナ
コ
ス
ト
高
の
転
嫁
を
進

め
た
い
意
向
だ
が
、
需
要

の
追
い
風
が
弱
い
た
め
足

並
み
が
そ
ろ
わ
な
い
様
子

も
う
か
が
え
る
。

９
、
10
月
積
み
の
欧
州

確
認
申
請
遅
れ
の
解
消

を
理
由
に
、
９
月
に
入
っ

て
地
区
内
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
の
加
工
需
要
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
ビ
ル
ダ
ー

か
ら
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
へ

の
支
給
材
の
多
さ
な
ど
か

ら
製
品
販
売
数
量
の
目
立

っ
た
増
加
は
見
ら
れ
な
い
。

流
通
関
係
者
は
取
引
の

多
い
工
務
店
向
け
の
伸
び

悩
み
を
指
摘
し
て
お
り
、

名
古
屋

産
Ｗ
ウ
ッ
ド
間
柱
は
、
産

地
価
格
の
中
心
値
が
４
０

５
ユ
ー
ロ
（
Ｃ
＆
Ｆ
、
立

方
㍍
）
前
後
で
お
お
む
ね

ま
と
ま
っ
た
。
前
回
の
７
、

８
月
積
み
か
ら
５
～
10
ユ

ー
ロ
程
度
下
振
れ
し
た
。

今
後
１
カ
月
程
度
１
ユ

ー
ロ
１
７
１
～
１
７
３
円

の
記
録
的
円
安
が
続
く
と
、

輸
入
コ
ス
ト
は
７
万
円
台

前
半
～
中
盤
（
問
屋
着
、

同
）
に
仕
上
が
る
見
込
み
。

結
果
的
に
輸
入
コ
ス
ト
は

前
回
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、

年
末
年
始
の
入
荷
分
も
高

止
ま
り
で
推
移
す
る
見
通

し
と
な
っ
た
。

構
造
用
集
成
材
、
ラ
ミ

ナ
、
原
板
の
第
４
・
四
半

期
契
約
分
の
交
渉
は
、
産

地
側
か
ら
の
提
示
が
出
そ

ろ
わ
ず
、
９
月
下
旬
か
ら

動
き
出
し
た
。
今
の
と
こ

ろ
日
本
国
内
の
在
庫
が
充

足
し
て
い
る
た
め
、
日
本

側
の
買
い
気
は
鈍
い
ま
ま

で
、
交
渉
開
始
は
見
ら
れ

な
い
。

交
渉
が
先
行
す
る
欧
州

圏
内
で
は
、
需
要
の
回
復

は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、

Ｗ
ウ
ッ
ド
製
品
の
相
場
が

品
薄
感
か
ら
強
保
合
と
な

っ
て
い
る
模
様
で
、
産
地

側
は
日
本
向
け
も
同
様
の

展
開
を
想
定
し
て
い
る
。

先
高
観
の
あ
る
な
か
で

も
価
格
転
嫁
が
進
ん
で

い
な
い
の
が
実
情
だ
。

Ｗ
ウ
ッ
ド
の
間
柱
と

集
成
材
に
つ
い
て
流
通

関
係
者
は
、
メ
ー
カ
ー

が
10
月
も
値
上
げ
に
動

か
な
い
と
予
想
し
て
お

り
、
今
後
の
入
荷
分
と

の
価
格
差
を
懸
念
。
現

状
は
確
認
申
請
遅
れ
の

解
消
以
外
で
プ
レ
カ
ッ

ト
の
加
工
需
要
が
増
加

す
る
こ
と
に
懐
疑
的
だ
。

Ｒ
ウ
ッ
ド
集
成
平
角

を
扱
う
流
通
関
係
者
は
、

10
月
の
値
上
げ
に
つ
い

て
は
メ
ー
カ
ー
次
第
と

不
透
明
感
を
指
摘
。
値

上
げ
し
た
場
合
は
他
樹

種
と
の
競
合
を
想
定
す

る
も
の
の
、
直
近
の
販

売
状
況
か
ら
値
上
げ
に

よ
る
販
売
数
量
の
大
き

な
落
ち
込
み
は
な
い
と

み
て
い
る
。

米
国
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に

よ
る
と
９
月
29
日
、
ト
ラ
ン

プ
米
国
大
統
領
が
製
材
品
、

派
生
製
品
等
の
輸
入
に
10
～

50
％
の
関
税
を
、
10
月
14
日

か
ら
来
年
１
月
１
日
に
か
け

て
段
階
的
に
課
す
宣
言
に
署

名
し
た
。
英
国
は
対
象
の
木

材
輸
入
に
つ
い
て
は
10
％
ま

で
、
欧
州
連
合
と
日
本
は
最

大
15
％
を
超
え
な
い
と
い
う
。

そ
の
他
の
国
々
に
課
す
関
税

率
の
詳
細
は
不
明
。

特
定
の
輸
入
品
が
米
国
の

国
家
安
全
保
障
を
脅
か
す
と

判
断
し
た
場
合
に
、
大
統
領

が
追
加
関
税
や
輸
入
制
限
な

ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
１
９
６
２
年
通
商
拡
大
法

第
２
３
２
条
を
発
動
す
る
と
し

て
い
る
。

米
商
務
長
官
は
７
月
１
日
、

第
２
３
２
条
に
基
づ
く
木
材
、

製
材
品
お
よ
び
そ
れ
ら
の
派
生

製
品
の
輸
入
に
よ
る
米
国
の
国

家
安
全
保
障
に
及
ぼ
す
影
響
を

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
提
出
し
た
。

長
官
は
木
材
製
品
が
米
国
の
国

家
安
全
保
障
を
損
な
う
恐
れ
の

あ
る
量
お
よ
び
状
況
で
米
国
に

輸
入
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解
を

大
統
領
に
伝
え
、
第
２
３
２
条

に
基
づ
き
木
材
製
品
の
輸
入
を

調
整
す
る
た
め
の
措
置
を
勧
告

し
て
い
た
。
今
回
の
関
税
は
こ

れ
を
受
け
た
措
置
。

ま
た
、
米
国
は
国
内
の
木
材

製
品
需
要
を
満
た
す
十
分
な
原

材
料
と
工
業
生
産
能
力
を
有
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
国

の
木
材
生
産
は
依
然
と
し
て
未

発
達
だ
と
指
摘
。
木
材
製
品
の

輸
入
量
が
増
加
し
続
け
た
こ
と

に
よ
り
、
国
内
産
業
が
弱
体
化

し
た
た
め
と
し
て
い
る
。
外
国

か
ら
の
補
助
金
と
不
公
正
な
貿

易
慣
行
が
米
国
の
木
材
製
品
産

業
を
脅
か
し
、
米
国
内
の
製
材

所
の
閉
鎖
が
増
加
。
全
米
の
国

内
生
産
能
力
と
雇
用
が
脆
弱
化

し
た
と
指
摘
し
た
。

内
閣
府
が
９
月
26
日

公
表
し
た
「
国
民
生
活

に
関
す
る
世
論
調
査
」

（
２
０
２
５
年
８
月
調

査
・
速
報
）
結
果
に
よ

る
と
、
現
在
の
住
生
活

に
つ
い
て
「
満
足
し
て

い
る
」
（
18
・
２
％
）
、

「
ま
あ
満
足
し
て
い
る

」
（
48
・
４
％
）
と
答

え
た
人
の
合
計
は
66
・

６
％
と
な
り
、
前
回
調

査
（
24
年
８
月
調
査
）

と
比
べ
て
１
・
２
㌽
減

っ
て
い
る
。

同
調
査
は
全
国
の
18

歳
以
上
の
日
本
人
５
０

０
０
人
を
対
象
に
生
活

い
て
は
、
「
満
足
し
て

い
る
」
（
６
・
７
％
）
、

「
ま
あ
満
足
し
て
い
る

」
（
43
・
５
％
）
、
「

や
や
不
満
だ
」
（
34
・

６
％
）
、
「
不
満
だ
」

（
15
・
０
％
）
と
な
り
、

「
満
足
」
と
「
不
満
」

の
回
答
が
半
数
ず
つ
と

な
っ
た
。

経
済
面
に
つ
い
て
は
、

所
得
・
収
入
面
に
対
す

る
「
不
満
」
の
合
計
が

64
・
７
％
、
資
産
・
貯

蓄
面
で
も
69
・
７
％
に

上
る
な
ど
、
不
満
の
高

さ
が
示
さ
れ
た
。
そ
の

一
方
で
、
資
産
・
貯
蓄

面
で
「
満
足
」
し
て
い

る
人
の
割
合
は
、
前
回

調
査
と
の
比
較
で
１
・

１
㌽
上
昇
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
時
に
充

実
感
を
抱
く
か
と
い
う

問
い
で
は
、
「
ゆ
っ
た

り
と
休
養
し
て
い
る
時

」
（
57
・
８
％
）
、
「

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
熱

中
し
て
い
る
時
」
（
49

・
４
％
）
、
「
家
族
団

ら
ん
の
時
」
（
47
・
８

％
）
、
「
友
人
や
知
人

と
会
合
、
雑
談
し
て
い

る
時
」
（
40
・
０
％
）

な
ど
が
上
位
を
占
め
た
。

自
由
時
間
の
過
ご
し

方
で
は
、
今
夏
の
猛
暑

が
影
響
し
て
か
「
睡
眠
、

休
養
」
（
53
・
３
％
）
、

「
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

Ｃ
Ｄ
な
ど
の
視
聴
」
（

46
・
４
％
）
、
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

」
（
35
・
６
％
）
、
「

家
族
と
の
団
ら
ん
」
（

34
・
５
％
）
な
ど
、
屋

内
で
の
活
動
が
中
心
と

な
っ
た
。

や
生
き
方
、
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
尋
ね
た
も
の
で
、
８

～
９
月
に
か
け
て
実
施
。
有

効
回
答
数
は
２
７
２
９
人
（

有
効
回
答
率
54
・
６
％
）
。

生
活
全
般
の
満
足
度
に
つ

８
月
の
合
板
供
給
は
、

内
外
産
合
計
34
万
５
０
０

０
立
方
㍍
（
前
月
比
13
・

７
％
減
）
と
１
～
８
月
で

最
も
少
な
か
っ
た
。
国
産

合
板
の
生
産
量
、
輸
入
合

板
の
入
荷
量
と
も
に
今
年

最
低
だ
っ
た
。
国
産
合
板

に
つ
い
て
は
８
月
、
盆
休

み
に
合
わ
せ
た
工
場
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
等
で
稼

働
日
が
減
少
し
た
こ
と
が

影
響
し
た
と
み
ら
れ
、
輸

入
合
板
は
７
月
に
ま
と
ま

っ
て
入
荷
し
た
マ
レ
ー
シ

ア
産
の
反
動
減
が
響
い
た
。

国
産
針
葉
樹
構
造
用
合

板
の
生
産
量
は
前
月
比

14
・
１
％
減
。
１
～
７

月
は
概
ね
19
万
立
方
㍍
前

後
で
推
移
し
て
き
た
が
、

８
月
は
16
万
立
方
㍍
台
に

落
ち
込
ん
だ
。
同
様
に
出

荷
量
も
同
13
・
４
％
減
と

大
き
く
減
少
し
た
が
、
８

月
単
月
で
は
出
荷
よ
り
生

産
が
２
０
０
０
立
方
㍍
強

多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

８
月
の
期
末
在
庫
量
は
16

万
４
０
０
０
立
方
㍍
（
前

月
比
３
・
２
％
増
）
と
４

カ
月
連
続
で
増
加
し
、
１

月
か
ら
は
２
万
５
０
０
０

立
方
㍍
弱
増
え
て
い
る
。

８
月
は
比
較
的
長
期
と

な
っ
た
盆
休
み
と
、
こ
れ

に
合
わ
せ
た
国
内
合
板
工

場
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
が

影
響
し
、
製
販
と
も
稼
働
日

数
自
体
が
減
少
し
た
。
ま
た
、

需
要
面
で
も
新
設
住
宅
着
工

戸
数
の
低
迷
に
よ
る
実
需
不

足
が
続
い
た
。
７
月
下
旬
か

ら
８
月
初
旬
に
は
盆
休
み
を

見
越
し
た
手
当
て
で
や
や
荷

が
動
い
た
が
、
盆
明
け
は
押

し
な
べ
て
引
き
合
い
の
鈍
さ

が
目
立
っ
た
。

輸
入
合
板
は
８
月
の
入
荷

量
が
前
月
比
15
・
７
％
減
と

２
桁
減
だ
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
産
の
入
荷
量

は
前
月
比
２
万
５
０
０
０
立

方
㍍
減
（
36
・
８
％
減
）
と

大
幅
に
減
少
し
た
。
１
～
８

月
で
は
前
年
同
期
比
０
・
２

％
増
と
ほ
ぼ
前
年
並
み
。


